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レッスンから褒現へ

は　じtPめに

1．教え込む音楽からの脱皮

　学校で音楽を学ぷことにはどんな意味があるのだろうか？ある時期までの私は，生涯音楽を楽しん

でいくために，小学校段階では越礎麟怠知識と技能を獲得さぜることが大切だと考えていた。いい教

材をみっけよい音楽に出会わせること，子どもを惹きっけるような指導の技術を教師が身につけるこ

と。それが音楽嫌いをなくし，子どもの土壌を豊かにすると考えていた。確かに皆で同じ曲に取り組

んで美しい響きになった時は心地よく，子どもたちの顔も生き生きしている。そんな表情をみること

が私は嫡しかった。

　しかし，どの学年にも教師の期待した反応を示さない子はいる。そういった子が，授業以外の場面

で楽しそうに音楽に接するのをみると，私の中で次第に迷いが生まれた。その子の音楽に対する興味

はどこにあるのだろう。年齢的なものや環境・メディァなど，生活背景によっても異なるようだ。な

らば，どの子にも同じような反応を望むのでなく，もっと一人ひとりの子どもから出発することが必

要ではないのか。

　私は不安を持ちながらも，これまでの自分の枠を取り外し新しい授業の形を模索し始めた。

2．二つの大きな出会い

　そんな時，フランスのフレネ学校を訪問する機会を得た。そこではセレスタン・フレネの教育思想

に根ざした，まさに子どもが主体の教育が営まれていた。私は，一人ひとりが自分の計画に基づいて，

静かに学習をすすめている姿に驚いた。毎日ρ子どもの隼活は，自由作文などを通して教室に持ち込

まれる。そこで自分を表現し交流し合うことが集団の学習へとっながっていた。．1私は音楽の授業

のなかにフレネ技術を生かしたいと思い，まず音を通して自分を語る場をっくることを考え始めた。

　もう一っ新しい試みの支え1となったのは，毎年本校の研究会で助言していただいている徳丸吉彦氏

の言葉である。氏は「音’くは個人の楽しみであり，個人がどのような音楽にむかっていけるか，その

能力を一てるのが音’・教育の重　な役割であろう。」と述べている。また，「どんな音楽でも音は孤

立しているものではない」「ある人にとって音は単なる音であると同時にその人が表れたものであり，

その入が所属する文化の音でもある」と続けている。＊2

　音を逼して自分を意識し他人の存在を意識していく…そこからコミュニケーションがうまれていく。

個を基盤としたそのような活動から出発することが，音を通して他の文化，やがては世界を知ること

につながつていくのだという考えに，私は大きく心を動かされた。そして，

始めることにした。

自分を表す小さな試みを

E．新しい試みその1

1．好きな曲を選び，みんなで歌う

　最初に始めたのは，リクエストからスタートする低学年の授業だった。毎回4人ずっ順番に，歌集

の中から曲を選び，リクエストする。選ばれた4曲を授業の始めに皆で歌うというものである。本人

が知っている曲という条件で始めたが，教師の予想を越えて子どもはこの時閤を楽しみにし，レパー

トij－一を広げていうた。2年間でリクエストされた曲は約80曲になった。

　リクエストを喜ぶ理由は，資料1aのように考えられる。また，人気の高い曲は年度によって少し

ずっ異なるが，どんな曲が気に入ったかを聞いた結果は変わらず，ほぼ予想したとおり資料1bのよ

うな答であった。このほかに，音楽会などで上級生や兄弟の歌を聴いてかっこいいと思ったとか，長

いと歌った気がするという理由でリクェ気トされるものもあった。ひとりひとりのリクエストを聴く

と，その子らしさを感じる。自分なりにその曲のよさを言葉でもあらわしていた。
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《資料1a》リクエストを喜ぶ理由として考えられること

①自分の選んだ曲を必ず皆と一緒に歌うことができる。

②それにより，自分がクラスの一員として位置付いて

　いるという実感を持っことができる。

③友達の希望する曲を歌うことで，いいなと思う曲が

　ふえ，個人のレパートリーがふえていく。

④自分の好きな曲をリクエストするので，教師から与

　えられた時よりも歌いたい気持ちが強い。

《資料1b》どんな曲が

　　　　　気にいられたか

・物語性があり，わかりやすい

・メロディーが美しい

・リズムが楽しく，乗りやすい

・手遊びや振りをっけて歌える

・自由に歌詞を付け加えたり変

えることができる

　それぞれの曲でわからせたいと教師が思うことがある。だがそれは一度に取り上げて教えなくてち

いい。むしろその時の状況に応じて曲を深める指摘をしていくことが大切。その曲との何度かの出会

いの中で曲の持っよさを感じていけばいい。リグエストを続けて，そう考えるようになった。

2．替え歌で広がる交流

　どのクラスでもリクエストされる人気の曲の一つが『友達賛歌』である。子どもたちはすぐに替え

歌にしたがる。それを否定せず，どんどん取り入れて発表しあった。有名な替え歌のほかにも次々と

替え歌が集まってきた。

ア　おはぎがお嫁に行く時は　　　イ

　　あんこと黄な粉で化粧して・

　　丸いお盆にのせられて

　　着いた所は応接間

おもちがお嫁に行く時は

醤油とおのりで化粧して

四角いお盆にのせられて．

着いた所は腹の中

ウ　波に花咲くよつぐらは

　　東北一の漁港にて

　　海水浴には波立たず

　　町ははんかなり

　これは2年の例である。アが紹介されるとすぐにイのような歌詞が作られた。。ウは，「おばあち

ゃんがお手玉をするときに歌ってたんだって」と実際に港でとれた貝を持ち込み，お手玉を披露して

くれた6このように生活の匂いのするものが紹介されると，ほかの子の替え歌も変わってくる。

工　国語　算数　音楽や

　　創活　体育もあるけれど

　　私が一番すきなのは

　　お弁当の　時問

オ』歩くの大好き　原始人

　　電車が大好き　現代人

　　ロケット大好き未来人

　　みんな楽しいね』

力　電話をしようと思ったら

　　テレホンカードがありません

　　いろいろさがして見つかった

　　だけど入れたら　0だった、

　やがて季節にちなんだ替え歌も作られジ原曲も様々なものから選ばれるようになった。メロディr

を借りるこの活動では，自分の言葉で音楽をイメージし楽しむことを大切にした。子ども達は，．言葉

のおかしさや声にしたときのおもしろさを楽しみ，喜んでいた。発表される替え歌には子ども達の生

きている現実が写し出される。内容はともあれ，社会のニュースや流行はすぐに替え歌にざれるb

キ　『じゅけん』　「静かなごはん」のかえうた

　　私とじゅけんは関係ないのよ

　　小学2年にゃ　関係ない

　　そんなもの　　関係ない

　　大学じゅけんは大変だけど

　　小学じゅけんはかんたんだ　　後略

ク　ラヅプの曲の一部

　　その人結婚してから，

　　　旅行いったら楽しい

　　　　　オーイェーイ　オーイェーイ

　　その人おとなになってから

　　　赤ちゃん生まれてパフパフ
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レッスンから袈現へ

　また，担任の先生の特徴をとらえた替え歌も人気があり，学級の愛唱歌になったものもある。歌い

やすいためには，書葉のリズムや響きとあうことが大事だと気付く子もでてきた。交流を深める中で，

さらに工央した新しい替え歌に生まれ変わるものもあった。

3．中・嵩掌年の演奏からの発見　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　私は次第に新しい試みを上の学年に広げていった。「リコーダーで好きな曲を発表しよう」「自分

の好きな曲をみんなに紹介しよう」「ミニミニコンサートをしよう」。’このような提案は喜んで受け

とめられ，子ども逮は積極的に取り組んだ。しかし，改めて気づいたのは，子どもの感じ方は多様で，

学ぶテンポも興味の入り口も異なるということだった。プロダクトではなくプロセスを大切にするな

ら，音楽をつくりだす経過を同じ枠や時間で切り取って求めるのでは不十分だ。私はさらに発想を転

換し，個の学びを中心に据えた日常的な学習の場を考えるようになった。

　　　　　　　　　　　　　　　Ir．新しい試みその2

1．学習計画表にもとついて

　これまでの手応えをもとに，さらに一歩踏み込んだ新しい学習の形をすすめていったのが本研究で

ある。94年度5年生103名（男子52名　女子51名）を対象とした。個人の興味・関心に基づいた音楽

を学習の中心におき，個の学びを追及すること。それが，集団としての高まりとどうっながるのかを

みていくことがねらいである。対象の学年は1年から私が音楽を担当しており，今回の学習による変

容がつかみやすいと考え選んだ。研究対象期間は1年であるが，今年度も引き続いて実践を継続して

いる。なお，研究期間tp　4年生106名に対しても同じ形で学習をすすめ，比較の対象とした。

　1単位40分の学習は，毎時間おおよそ次のようにすすんだ。

毎時間の学習の流れ ⇒

島鷲縛繊だ曲を簾する｝…－15噸

それぞれの発表を聴き，互いに評価しあう……10～15分

繊喜雛騰罐する｝一・－1・分

　子ども達はミュージックプラン（学習計画表）にしたがって，自分の学習を進めていbた。

　ミュージックプランはフレネ学校の仕事の計画表（1e　plan　de　trvaiDにあたるもので，「計画・

予定表，進行記録票，成績通知表，その他すべてを兼ね備えしかもそれ以上のもの」である。、G

　ここでは週2回の音楽の時間に見通しを持って学習していくために，毎月の表とした。・

　取り組む内容の大きな枠は教師がまず提案し，子どもの学習の実態に沿って，話し合いながら変更

することとした。毎月の学習時間は予め記入しておき，個人で計画をたてやすいようにした。実践が

進むにっれ・子ども達は演奏の内容や形態などを工夫し，時間をかけてじっくりと取り組むようにな

った。それに従い，プランも一か月から二か月単位へと伸びていった。
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〈ミュージックプランの内容〉
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《資料2》毎月のミュージックプラン

A　歌やリコーダー，器楽の演奏発表

　　曲目や形態は自由。器楽は4月のみリコー

　ダーに限定し，以後は自由とした。・

B　ソルフェージュほか

　　これまで学習してきたリズムや音程，音楽

　用語を確認するもの。カードを中心に用意し

　ておき，必要だと思うカードを各自が選んで

　学習する形をとった。

C　鑑賞曲の発表

　　自分で気にいった曲を選び，みんなに紹介

　する。曲目は教科書の鑑賞教材にとどまらず

　生活の中で耳にしたお気に入りの曲とした。

　CD，テープ　生演奏など。

　A・Bは友達や教師に聴いてもらい，OKが

でれば日付を記入しその部分をきれいに塗る。

月に1回はクラス全体の前で発表することを提

案し，その発表にっいては全員が5段階で評価

することにした。Cの鑑賞曲にっいては各自の

カードを用意し，評価と感想を残すことにした。

2．演奏を発表しあう

㈹　やりたいことを選ぶ　　　　　　　　　　L　　　　　　　　・　　　　　L
　　　ファミコンの曲，流行の歌既習曲，教室に置かれている多くの歌やリコーダーの本・カード。

　一人ひとりがそれぞれの立場で曲を選び始めた。すぐにいきいきと始めた子もいれば何をしたら

　　いいか戸惑う子もいる。リコーダーが好きな子の中には，これまで歌うてきた曲を次々に演奏す

　　るものやTVアニメの主題歌に絞って発表する子が現われた。高度な指使いが必要とされる曲に

　　も関わらず，発表後は「ぜひあの曲をやりたい」と思う子どもが次々と発表した子の周りに集ま

　　り，教えてもらう姿が見られた。また，普段は真面目一方に見える女の子が実は流行の先端をい

　　く歌が大好きで，男子の全く知らない横文字の並ぶ曲を2，3人で歌い，聴き手を圧倒させる場

　面もでてきた。

②　初めて音と技術がつながる

　　良太は読譜やリコーダーが大の苦手である。忘れ物を繰り返し，友達と喧嘩をしては外に飛び

　　出していた。5年になっても友達②演奏を聴いたりぼんやりと考えている風だったが・ようやく

　　5丹になって，「これt・吹けるかな？」と教科書の鑑賞教材として小さく載っている『花』を指

　　さして間きにきた。「お母さんがね，知ってるって歌ってくれた。いい曲だと思ったけれど僕に

　　も吹けると思う？」　　　　　．　』　．

　　彼が自分からやりたいといったのは初めてである。彼にとって簡単とはいえないがゼその気持

　　ちを大切にし，私と．一緒に始めた。階名は苦手なので，私が手伝って書いてあげると，「これは

　　こういう指だったよね」と一っ一っ確認し，自分で指番号を書き加えていった。まじめに取り組

　　む様争をみて「すごいそ，良太，いっしょにやろか」と隣で応援する子もでてきた。友達と対等

　　な関係が作りにくい彼はこのことをとても喜んだ。自分のテンポで少しづっできるところがふえ，

　　7月になってとうとう皆の前で発表した。この曲を選んだのはただ一人。たどたどしいけれども

　最後まで演奏した良太に対し，皆の評価は3と4が半々であっ允。黙々と練習を重ね，自分なり
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場するキャラクターの歌が発表されるにつれ，「もっと抑揚をっけたら」「メロディ・一をはっき

りとわかりやすい言葉で」止いうた助言が友達からでてきた。智之達はあれこれ考え試した末に，

替え歌の形で発表した。そしてそれらの曲をまとめて，やがて一冊の本にした。（資料3）

　女子からは「掃除時間にっくった歌」が発表された。ほうきを持って踊りながら，自作の曲を

演奏したものだ。さらには衣装まで持ち込んで照明を落として自分達の発表を楽しんで聴いても

らおうという聴衆を意識した発表も始まった。

　選曲や演奏の技術を4年と5年で比較してみると，アルトリコーダーを5年で用いていること

以外は，特に大きな違いを感じない。あくまでも，個人の好みや技術に基づくように思えた。T

Vや社会の流行，音楽会で生の音を聴いて，あるいは学校やおけいこで知った曲に触発されて，

一人ひとりが演奏に向かっていた。

　発表が進むにつれて，お唯子，替え歌，創作や劇，踊りと多様な様式で，楽器もベルや鍵盤楽

器，木琴，トーンチャイム，和太鼓などを用い，いろいろ組み合わせて使うようになった。

3．鑑賞曲も自分達で選ぶ

（1）こどもの生活がみえてくる

　　　自分の気に入った曲をCDやテープでみんなに紹介しようという提案は，すんなりと子どもに

　受け入れてもらえた。特に，何を演奏しようか迷ったり友達との関係がぎくしゃくしているよう

　な子にとっては，鑑賞曲が自分らしさを表す第一歩であった。このようにして持ち込まれた曲か

　　らは，一斉授業の時には教師にも子ども同士にも見えにくかった生活がみえてきた。

　　音楽は別世界とばかりの態度だった綾瀬は，休日は一日中クラシックを聴きっ放しという父親

　の音楽に耳を傾けた。「今までうるさい！と思ってたけれど，その気で聴くと結構いいと思っ

　た。」と言いチゴイネルワイゼンを持っ・てきた。兄や姉から流行の曲を仕入れ，自慢げに発表す

　　る子や，親が車の中で好んでかける曲に耳を傾ける子もでてきた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②　お互いに楽しんで聴く．

《資料4》音楽鑑賞カード

　　　　　　　　　　　5年2組1子

日 曲　　　名 作　曲者 口　　遡

～ ラ、ラァ1 コレルi o
己・〃■‘ナμ［胡

P望催1悼凹

置 5嚇鴫臨 P服ε酬ム ○
ノ　’1∫ド噌f

ﾎご，佃亀耽

㍗ラナゆ隅「厭敏べ㈹岬季Fり廿掴

杉献ういち ＠
オ寸計予鮮罰も

P！蝟」郡齢

蜘翼‘・のぜて メvテ娠チ々 ◎
戴雌樟杯1レ㍑fごなお
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　子ども達は実によく聴きながら，カードに自分

　の一言を書き入れていた。感想を見ると人それ

　ぞれで，書き方も一一一ttでない。

　　A子にはカッコイイ曲が，B男では音の響き

　が気にいらないとある。しかし多様なジャンル

　の曲を数多く聴く中で，選んだ子らしさを感じ，

　世の中にはいろいろな音楽があるのだと実感し

　たようである。また，感想を交流しあって，人

　の好みもまた様々なことをわかっていった。

　　いわゆる鑑賞教材を教師が与えるのと違い，

　発表者も鑑賞者も意欲的で楽しみなコーナーと

　なった。

（3〕生活の広がりが音楽にあらわれる

　　4年生では比較的みんなが知っている曲が多

　かったのに対し，5年生になると持ち込まれる

　曲の幅が広がっていった。子どもの生活スタイ

　ルが一様でなくなる時期なのでもあろう。TV

　や映画を見て流行の曲に夢中な子もいれば，ゲ

　ーム音楽やクラシックー筋の子もいる。受験勉

　強が忙しく，たまにラジオを聞く程度の男子も

　いる。持ち寄られた曲は，お互いに知らないこ

　とも多く，好みが違うといいながらも新鮮に受
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けとめていた。

　また，選んだ理由としては，曲のリズムやメロディーといった音楽的な指摘ばかりでなく，

「作曲者が好き」「映画やTVを見てJr歌っている人が好き」といった答がかえってきた。さ

らに，持ち込まれたCDやテ■…一プの演奏は，オリジナルな形ばかりでなく，アニメの歌のオーケ

ストラバージョンとか交響曲をハンドベルで演奏したものなど様々であった。

　5年の子どもの選んだ曲を大きく分けると，資料5のようにくくることができる。

　《資料5》鑑賞曲の分類　　　　　　（94年度3クラスの合計なので重複する曲も含む）

クラシック…独奏曲（ピアハヴァ材リン・フルーF）交響曲　歌曲　バレー組曲など

TVや映画の主題歌など，　CM曲

TVや映画の曲（アニメ作品）

ゲーム音楽（ドラゴンクエスト，ファイナルファンタジーのシリrズなど）

外国のポップス（ビートルズ，カーペンターズ，シ：nガーの曲など）

スポ・・…ツの応援曲（サッカー・野球）

ミュー－Mジカルの曲（「アニー」　「キャッッ」など）

そのほか（ラップ・日本の流行曲など）

曲曲曲曲曲曲曲曲

4　4

｛4）演奏と鑑賞がつながる

　　ア‘テイストとして挙がったのは，植松伸夫，チャゲ＆飛鳥，ベートーヴェン，チャイコフス

　キ「アランメンケン，松任谷由美，米米クラブなどであった。

　　自分では知らなかったけれど，鑑賞曲として聴いて気にいり，演奏・発表する子もでてきた。

　また，この鑑賞コーナーを続けていって，実際の演奏の発表を鑑賞する時にも，r聴く』という

行為が主体的になり，自分の耳で自分なりの受け止め方をする力が育ってきたように思う。

4．ことばと音楽をむすぶ、5

　子ども達は，個々の音楽体験を生かして，次第に新しい音の世界をつくりだしていった。なかでも

お話や劇と結び付けた発表は多かった。そこにおける『ことば』の持っ役割は大きい。そこで，3学

期は国語と合同で「詩と音楽を合わせよう」という課題学習を特別に設けた。進め方や助言の方向は

は，国語の担任である成田教諭とともに話し合って行った。

　まず子どもは自分の好きな詩を選び朗読した。朗読自体がとても音楽的活な活動である。自分の朗’

読をテープに録音して聞き直したり友達と発表しあった後，音楽と合わせてみたい詩をもう一度選ん

だ。たくさんの詩の中から次の詩が選ばれ，選んだ詩によるグループに分かれて活動を始めた。

　《資料6》子ども達の選んだ詩

　　詩の題名
i　）は選んだグループ数 作者 詩の題名 作者 詩の題名 作者

のろすけむかで 工藤　直子 希望 小島　禄瑛 ．さあ出発（2） 阪田　寛夫

ちびへび（2） 工藤直子 まん月 佐藤義美 0チャンネル 新川　和江

パリにいきたいクジラ 工藤　直子 秋の日和 まきたかし 野ねずみの歌 友田多喜雄

夕陽の中を走るライオン 工藤　直子 ねむれ牛蛙 佐藤恭子 ロバちょっとすねた 小黒　恵子

うわさばなし（2） 工藤　直子 とかげ 原田　直友 ’ロバと少年 小黒　恵子

十人のニグロのこども マザーグース ぼくはイルカになって 大州　秋登

　朗読が進んできた段階で・イメージする音楽・音探しを始めた。詩に対ずる思いが様々なように，

音のイメージも多様だ。50曲を越えるCDを聴きながら頭を寄せるグループもあれば打楽器を組み

一・
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お茶の水女子大学附属小学校　研究紀要　1995年

合わせて鳴らしている中で偶然できたリズムのおもしろさから出発したところもあった。まずは既習

曲から音探しを始めるグループも多かった。朗読者も一人であったり声の違いを生かして複数のとこ

ろと，全体のイメージがまとまるにつれてそれぞれの作品に個性が現れてきた。

　この学習のねらいは，詩の内容や言葉・響きと既成の或いは創作の音楽や音を関連づけて新しい音

の世界を自分なりに持つことでった。できあがった作品を楽譜に表すと次のようになる。〈譜例〉

　活動を振り返ると，子ども達が言葉の響きや内容に触発されて，音楽を聴いたり演奏しようとして

いる姿はとても主体的であった。教師からみると，この表現でいいのかと首をかしげる場面・も起きる。

けれども；満足そうに合わせて楽しんだり，イメージが異なってお互いの音楽を主張しあっている姿

を見ると，このような経験の積み重ねこそが大切なのだと思った。一人ひとりがこのような経験を積

み重ねることで，感性を研ぎ澄ませていくのである。言い換えると，単に切り離された演奏ではなく，

生活の一部に音楽文化を位置付けていうた。

譜例1　「うわさばなし」 男子2　女子2 （⑭は音楽，（酬⑪は朗読者）

鵜 圃轟鯉妻
　‘噺elヒs’IHtrtg，

トー一一一一一團　　　胃
　　◎励櫨帽凄いにち腕レずきナF：・t・t

　　　　　　チ

一・
⑤謝あ紬瀞鵬翻一一一一一の戚徽ト商・帰トー一一過訪．鰍綱塾．幽，

a

焼pt

　譜例2　「うわさばなし」　　女子3　男子3

嚥；なし面獅一＿戯噸庶＃コ＿く一愈痢
唖6澱“瀟緬、剛訳酬等譲蒲編毒露蔀薦隷粛づ
　　墾三～＝・・…≡Pt－．．．H．一．一・・一・一一・一　　一T－一一・・．一一T－……・・一；．＿一…ヨ，こ＿＿

　　　＿＠櫛繍9mo協馴②＾A、．、，f－，　W－tktu；・tE　lo－eb“・　－kiut．・棚劇ゆ紡・轍醐耽喰野蘭

　同じ詩をもとにした作品であるが，譜例1の場合は全

体を一っの音楽でまとめている。口笛やひそひそ声など

はその場を効果的に表している。譜例2の：場合は，一人

一人がむぎになったっもりで自分のリズムをっくってい

る。いろんな主張を持った麦（音）が重なり，ワイワイ

話したり，ひそひそ話したりを表現しようとしている。

M・o　，lxへ
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ヂさあ患麹 女子3　男子2

一番大変金魚

その次大変　　ぽ
ジャップン　水

番大変　トラック番，びくちん　金魚

やかんの中　水水の中金魚

「ロバちょっとすねた」

型
噛

蓋

女子4　男子1

v”

音衆窺熱

違

A
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皿1．　『学び』のとらえなおし

1、子ども達のうけとめ・評価

実践の途中で子ども達に取ったアンケートでは，次のような声が聞こえた。

　　　　　　　　　　　　　　　　（94年7月12日実施　　5年生男子50人　女子50人）

（1｝このようなやりかたについて　　　　　　②　よかったところ（複数回答）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　好きな曲を演奏できる

　　なんとも　とても

いえない17人　　いい20人

いや6人
　　Lろい

　　楽しい

15人

いい

42人

｛3｝

　　　　　　　　　　　　　　　23人

　自分で好きに進められる　　　　16人

　好きな人とできる　　　　　　8人

　発表ができる　　　　　　　　15人

　評価が聞ける　　　　　　　　　5人

　鑑賞ができる　　　　　　　　28人

　計画が立てられる　　　　　　　14人

大変・いやだったこと（複数回答）

　時閤が短い　　　　　　　　　　29入

　プランをかくのが面倒　　　　7人

　鑑賞曲を選ぶ　　　　　　　　　12人

　みんなの前での発表　　　　　　3人

　みんなで演奏する時間が少ない　4人

　アンケートの結果でわかるように，8割近い子どもがこのような学習を支持した。「好きな曲を」

「好きなやり方で演奏し」「みんなに聴いてもらえる」ことが主な理由である。友達に発表の評価を

してもらうことが楽しみと答えた子もいた。一方，いやだと答えた子は全員でいっしょに歌う時聞が

少なくなったことを挙げていた。クラスがひとっになって歌ったり合奏したりするときのような感動

が欲しいという意見であった。毎年行う音楽会の時期を中心に，皆で一緒に演奏する機会も大切にし，

バランスを考えていくことにした。4年生では5年以上にこの学習の形が支持されたが，どちらでも

問題になったのが，時間の不足であった。慣れるにしたがい，子ども達はじっくり時間をかけて考え

内容を高め，よりいいものを自分なりに表そうとするようになった。しかし，40分という一単位時間

はあまりに短い。．「鑑賞は隔週にする」「発表者を制限する」など，様々な意見が子どもからも出さ

れた。話し合いながら，ミュージックプランの内容や期間を変更していった。

2．音楽は個人の営み

　音を楽しむのはまさしく個人の営みである。そんな個人の楽しみを大切にし，どのように発展させ

ていくかを見守った実践であった。子ども達はたくさんの発表を聴く中で，自分に好きな音楽がある

ように友達にも大切な音楽があることを知った。ときにはその子にとって理解できない，気にいらな

い曲も発表される。それをありのまま教師が受けとめることが重要である。次の例で考えたい。

　寛夫という男の子は，人と一緒に演奏するのを嫌い，準備室にはいっては鍵をかけていた。私は最

初，みんなと向き合うのを避け学習から逃げているのだと思っていた。しかし，話したり様子をみる

うちにそうではないことがわかってきた。低学年のころから音に対して非常に鋭く，自分の好みをは

っきり持っていた彼は，自分の思いと違った歌われ方や，リズム中心でメロディーのわかりにくい曲

に耐えられない。みんなが練習する空聞は「気持ち悪くなる音がいっぱい」だから自分だけの音の世

界に入るb鑑賞は「鳥肌が立っほど許せない曲が多い」から耳をふさぐ。勝手でわがままに思えるが，

寛夫の中では当然の要求なのだ。

　そんな彼は音楽会で聴いた「怪獣のバラード」を気に入り，リコーダーで再現しようとした。しか

し曲は長いし音域は広くて覚えきれない。そこで私に階名を聞き，いっしょに口ずさみながら自分に
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わかる独自の楽繕を作り出していった。音楽を欲していない

のではなく，自分の音探しをしていたのである。発表後共感

した友逮が寛央のまわりに集まった。彼は納得するまで妥協

しないが一緒に演奏するのを楽しんでいた。そしてあくまで

廟分の好みを主張しながらも，他人の音楽に対して少しずつ

耳をひらくようになっていった。寛夫を教師の音楽の枠の申

に押し込んでいたら外にでてこなかつた世界である。

　徳丸吉彦1現は，「自分はこれがいやだと言えること，嫌い

な音楽を強制されないことが大切だ」という。、2　これまで

「怪獣のバラード」寛夫の楽譜

　　　x2ソシ⑰一㊦　　　⑫⑤29　　鵬一一⑲　シラシシ

　　　　　　　　　　－t　　　－r31－2　2　　－252｛≧　－352　－2　1211

ソシ⑰　　⑲　翻　　⑰飢｝　　⑲　シラソソ

　　－1　　　　　　　　　－l31－22－252－2－35－2　21233後半略

　　　　　〈ヴァイオilンからイメーチした〉

の音楽の政治的，社会的扱われ方を思いおこすとうなづける。当たり前のことだが教育現場では，っ

いおろそかにされてはいないだろうか？

　そのLでひとりひとりを尊璽するということは，やがて，さまざまな民族の文化に触れた時も排他

的にならず，認めあう姿勢にっながる。違いを知り，お互いを認めあうことが少しでもできるように

なったことは大きい。r世界の申の少数派の音楽も生き残れるように，どんな音楽様式も大切にされ

るべき」であり，今回の試みから，そこにっながる手応えを私は感じた。

3、他者との関わりの中で育つ

　1年闇取り組んだ過程を振り返ると，子どものひとっの作品に向かう姿勢が変化したことに気付く。

最初は単に前に出て発表することを喜んでいたが，やがて聴き手の反応を受け止め，次の発表にいか

そうとするようになった。それまでの友達の発表で感じたものや自分に対する助言を自分自身に問い

直し，悩んだり考え込んだりしながら次の表現をうみだす。音楽は個人の営みであると同時に，個人

は文化的・社会的営みの中に生きており，その文脈のなかで音を世界と関連づけている。自分の選ん

だ音楽を人に聴かせたい，人のことも知りたいというときに，それは他者を意識する場となりコミュ

ニケーションがうまれる。自分の好きな音楽を通して，自分自身をクラスの仲間である他者に表現し，

仲間と共有してっながりを深め，交流しあう中で新たな次への課題をみっけだした。こうして友達や

教師という他者との関わりの中で，個人の音響世界を拡大していったのである。

　実践を続けて強く感じたのは，・・・…一人で学ぶのではないということである。その子にとって学級が安

心できる他者（仲間・集団）と思えたときに初めて外に向かっての表現が始まる。一人ひとりの発表

を尊重し受けとめるようになって，学級集団は互いの交流を深め次にすすんでいくr学びの共同体』

になっていった。

4．『学びの回路』をつくりだす

　では，r学び』をどうとらえればいいのだろうか。私は，特定の知識や技能を獲得することとして

ではなく，現実に生きている今の生活に根差し人や物と関わる中で自分を知り，興味や関心に基づい

てさらに新しい自分像を求めていくという回路を考えたい。今の社会や文化の中で未来にむかって開

かれた営みとしてとらえることが大切であろう。

　今回の実践では，学習の内容・方法の選択権は子どもにある。一人ひとりの興味や関心・必要に応

じて学習していったのだから、当然学んだことも異なる。しかし，2・3でも述べたよう個の学びを

進めていくためには他者との関わりが重要であった。r学びの回路』という言葉で表すなら，個別を

基本において共同化をめざすということだ。本実践に則してのべると次の二っである。

　一っは一人ひとりが演奏を発表し，批評を受け，集団で交流しあうなかで触発され刺激を受けて新

たな自分の演奏に向かっていくという回路。もう一っは，個人の演奏が単に発衷するだけにとどまら

ない。友達とともに響きあい内容を組み立てて作品化していくことで，集団の学び・文化をっくりだ

し，それが集団に還元されていくという回路である。このような回路を音楽の授業でもっと意識して

創りだすことが今後重要である。
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5．表現者として育つ

　たくさんの作品の発表を通して私が気付いたのは，子ども達の表現は絶えず変化しているというこ

とである。評価が高かったからといって同じことを繰り返しはしない。1年以上に渡って変容をみて

いくと・どんなに気にいった学習材も発表の様式でも同じところにとどまら劣次の出会いを求めて

いくのだ。ある時には独立した音楽作品としてあるときには映像や動きとともに，子どもは今感じて

いる自分を表現していた。独自の作曲，編曲もあれば私や他の演奏をそっくり真似することから始

めて自分らしい演奏となったものもある。発表がパターン化し飽きるということは起きなかった。

．3で述べた『学びの回路』を，三善　晃氏は個人の表現としてとらえ，r自分自身を貫く円環運動』

と述べている。・Eここでの表現は「内から外へのr表出としての表現』だけでなく，そのr表出』，

を様式において統制し外から内へと回帰させるr表象＝再現』としての表現」である。私たちは，子

どもが外に向かって表すときだけでなく・自分の内側で悩み考え，ためている表現も大切に見守らな

ければならない。

　表現するということは，生きるということである。私は今回，子ども達が音楽を窓口に人や社会と

関わって，自分らしく生きる，表現者として育っていく過程がわかってきた気がしている。

IV．お　わ　り　に

　この実践を行って，子どもからはぜひこの形で続けてほしいという声が高い。私も新しい発見がい

くっもあったこの形でもう少し研究を続け，独自のr音楽物語』を子どもとともに積み重ねていきた

いと思う。このような学習をすすめていくための今後の課題は以下の通りである。

（1｝学習材をふやす

　できるだけ子ども達の学んだものを作品化し，

学習材として共有の財産をふやすこと。

　現在はリコーダーのおすすめガードや，和楽

器・替え歌，劇の本などが作られている。音の

ライブラリーやソルフェージュのカードは少し

づっふえている。参考になる楽譜やCDももっ

と整える必要がある。

《リコーダーのおすすめカード　4年》

②　学習環境を整える

　個人の学びをすすめるために，音響機器の充実は欠かせない。現在ラジカセ6台，テープレコー

ダー12台は自由に持ち出しできる。，また個人の演奏空間を保証できるようにヘッドフォンを使える

電子楽器も多く使用している。コンピューターと関わる部分も，学習財とからんで今後は必要になる

だろう。必要な情報をひきだせることも望まれる。

　演奏活動の場所は屋上や空いている教室を利用しているが，やはり音の問題は悩みである。40人が

一度に勝手に音をだすという場面を避けるとともに，個々に活動できる空間を考えて行きたい。

③　異学年間の交流をふやす

　これまで異学年の交流というと，音楽会や行事を通してが多かった。現在は少し進めて，学校の皆

に発表したいという要求があると，休み時間を使ってミニ音楽会を開いている。行なう度に盛況で低

学年から高学年まで喜んで集まる。聴き手も演奏者も楽しみいい刺激を受けているようである。音楽

室はオープンにしているので，好きな楽器を愛好する仲間が集まり学年を越えて演奏している。和太

鼓の音が聞こえると，自然に高学年がやってきて低学年に教えている。できればもっと日常的な交流

を深めたい。
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㈲　本物に触れる場をふやす

　一一一人の子が興味をもっている音世界を探ると，同じような音世界を楽しむ人々がおり，いきいきと

文化が営まれていることを知る。このような文化に触れると，子どもの学び（音楽的文化実践）は飛

躍的に進む。教師は，自分の音楽世界に子どもをあてはめるのではなく，こうした文化（本物）に子

どもをであわせていくことをもっと考えるべきである。

　子ども違に，音楽会などで私が持ち込む音楽についてどう思うか，実践の途中で尋ねたことがある。

すると，どのクラスでもぜひ紹介してほしいという声が返ってきた。「先生の持っている音の世界は

私達が知らない部分だから」「どんどん紹介して，でも好きになるかどうかは別。選ぶのは僕たちだ

禽！」。更に慣れて来ると・「ミュージックプランの発表の枠を広げようよ。他はジャンルで分けな

い方がいい。」「私達を信用して任せて。内容はちゃんと考えられるから」といった声がおきた。私

はこれらの声を聞いてとても嬉しく思った。

　教師も子どもたちとともに，共同体の一人として文化の発信者となろう。そう考えている。
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